

























































































































































博奕し、高談 心を娯しましめ、哀箏 耳に順ふ。北場に馳騖［遊猟］ (19)し、









































































































































































































































遂躪封狶 藉麈鹿 遂に封狶［巨大な獣］を躪み 麈鹿［大きな鹿］を藉み
つひ ほう ち ふ しゆろく ふ
捎飛鳶 接鸑鷟 飛鳶を捎り 鸑鷟［巨大な鳥］に接す







流血赫 其丹野 流血赫く 其れ野を丹にす［赤く染める］
あか たん












































































































































































































































































































































（20）延康元年の年は二回改元されている。建安 25 年（220）1 月 23 日に曹操が亡くなり、
曹丕が魏王に即位すると建安 25 年を延康元年と改元した。『三国志』文帝紀では、2 月を
延康元年としている。さらに、曹丕が皇帝に即位すると、11 月 1 日から黄初元年と改元












（24）王粲「羽猟賦」、應瑒「西狩賦」は、『建安七子集』（中華書局、2005 年、105 頁／ 178
頁）に収められている。
















は、皇帝即位後に収められており、おそらく皇帝即位後の黄初元年（220）11 月か 12 月
のことであろう。
（28）『芸文類聚』巻 34 に、「感物賦曰、喪亂以來、天下城郭丘墟、惟從太僕君宅尚在。南征
荊州、還過郷里、舎焉。乃種諸蔗于中庭。」とある。
（29）厳可均校輯『全上古三代秦漢三国六朝文』中文出版社、1975年、第 2冊 1097頁参照。
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（30）韓格平主編『魏晋全書』（吉林文史出版社、2008年、第 1冊 109頁）も「剣銘」は、『典
論』の一篇としている。
（31）「剣銘」の底本には『全三国文』を用いたが、句読点・解釈においては『魏晋全書』『曹
丕集校注』を参考にした。
（32）「告曰」は字句に異同があり、「先日」「先曰」に作るものもある。
（33）渡邉義浩「「魏公卿上尊号奏」にみる漢魏革命の正統性」『大東文化大学漢学会誌』43
号、2004年参照。
（34）渡邉前掲論文参照。ただし、渡邉氏は軍部が突出して曹丕を支持することを指摘をし
ているが、それは曹操に注目し、曹操の支持層に「名士」の比重が高いことを重視した
ものである。曹丕の即位については、「軍部を中心とした幅広い層の支持を得ていること
を誇示」したものと指摘するが、むしろ曹丕自身に武人としての自覚があり、軍部の支
持を受ける基盤があったのではないかということが本稿の観点である。
（ながた あきの・修士課程修了）
（まつの としゆき・教授）
